
　
円
高
に
高
い
法
人
税
率
、
貿
易
自
由
化
の
遅
れ
、

そ
れ
に
電
力
不
足

。
日
本
企
業
は
「
六
重
苦
」
に

さ
ら
さ
れ
立
地
上
、
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
抱
え
て

い
る
。
折
か
ら
の
東
日
本
大
震
災
で
企
業
の
海
外
進

出
に
拍
車
が
か
か
り
、
国
内
の
空
洞
化
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
懸
念
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
国
内
設
備
投
資
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
る

こ
と
も
事
実
。
こ
れ
ま
で
投
資
を
抑
制
し
て
き
た
こ

と
も
あ
る
が
、
堅
調
な
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
、
ま
だ
本

格
化
し
て
い
な
い
が
震
災
復
興
需
要
な
ど
が
企
業
マ

イ
ン
ド
を
好
転
さ
せ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
は
円
高

対
策
や
国
内
立
地
の
支
援
な
ど
「
守
り
」
の
空
洞
化

対
策
だ
け
で
は
な
く
「
攻
め
」
の
対
策
を
提
唱
し
て

い
る
。
国
内
の
潜
在
需
要
を
発
掘
し
新
産
業
を
創

出
。
為
替
変
動
に
影
響
さ
れ
に
く
い
競
争
力
あ
る
分

野
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
だ
。
確
実
な
市
場

が
見
込
め
日
本
の
優
位
性
が
高
い
の
が
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
分
野
だ
。
次
世
代
自
動
車

や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
関
連
分
野
な
ど
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
は
、
製
造
業
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
く

次
代
の
大
き
な
柱
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

ほ
ん
の

年
ほ
ど
の
間
に
大
地
震
を
２
度
も
経
験
し

た
国
だ
か
ら
「
防
災
・
減
災
技
術
大
国
」
に
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
に
も
こ
う
し
た

市
場
を
け
ん
引
す
る
企
業
は
多
い
。
そ
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
開
発
着
々
２
０
年
度
め
ど
１
万
目
指
す
中
国
電

新
型
風
力
発
電
機
を
試
作
鳥
取
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ

天
然
ガ
ス
普
及
拡
大
推
進
安
定
供
給
へ
イ
ン
フ
ラ
整
備
広
島
ガ
ス自然エネ導入積極化３カ年の戦略目標策定徳島県

中国・四国モノづくりリポート２０１２

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

環境・エネ分野で優位性

▲１
万
６
５
４
４
枚

の
パ
ネ
ル
が
並

び
、
一
般
家
庭
１

０
０
０
世
帯
の
年

間
電
力
量
を
ま
か

な
え
る
中
国
電
力

の
福
山
太
陽
光
発

電
所

広
島
県
福

山
市

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
が
増
す
中
、
中
国
地
方
で
も
大

規
模
太
陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー

の
建
設
計
画
が
相
次
い
で

い
る
。
大
半
が
倉
庫
業
や
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
異
業
種
か
ら
の
参
入
だ

が
、
中
国
電
力
も
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
１
万

程
度
の
ソ
ー
ラ

ー
発
電
開
発
を
目
指
し
着
実
に
計

画
を
す
す
め
て
い
る
。

　
中
国
地
方
で
の
営
業
運
転
第
１

号
と
な
っ
た
中
国
電
力
福
山
太
陽

光
発
電
所

広
島
県
福
山
市
、
出

力
３
０
０
０

３

は
、

年

月
の
運
転
開
始
以

来
、
高
効
率
発
電
を
続
け
て
い

る
。
直
近
の
４
月
の
平
均
稼
働
効

率
は

・
１
％
、
月
間
発
電
量
は

万
３
３
６
０

時
と
想
定
を

上
回
る
実
績
だ
。

　
敷
地
面
積
約

万
平
方

、
パ

ネ
ル
設
置
面
積
約
４
万
５
０
０
０

平
方

に
１
万
６
５
４
４
枚

縦

１

、
横
１
・
４

の
太
陽
光

パ
ネ
ル
が
並
ぶ
。
一
般
家
庭
約
１

０
０
０
世
帯
の
年
間
電
力
量

３

６
８
万

時

を
ま
か
な
え

る
。
フ
ル
稼
働
す
れ
ば
、
火
力
発

電
換
算
で
年
間
約
２
１
０
０

の

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
削
減

で
き
る
。
珍
し
い
パ
ネ
ル
風
景
に

は
、
見
学
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
中
国
電
力
第
２

弾
と
な
る
の
が
山

口
県
宇
部
市
に
建

設
す
る
宇
部
太
陽

光
発
電
所

出
力

３
０
０
０

。
来
年
度
着

工
し
、

年

月

の
運
用
開
始
を
予

定
。
福
山
同
様
、

中
国
電
力
の
所
有

地
に
建
設
す
る
。

　
福
山
、
宇
部
に

続
く
３
カ
所
目
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

建
設
場
所
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い

が
、
日
照
時
間
、

用
地
、
送
電
線
と

の
距
離
な
ど
の
ク

リ
ア
が
条
件
と
な

り
、
候
補
地
は
こ

れ
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

▲桟
橋
機
能
が
拡
大
さ
れ
る
計
画
の

広
島
ガ
ス
廿
日
市
工
場

広
島
県

廿
日
市
市

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
国
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
白
紙
か
ら
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。
今
夏

に
は
、
そ
の
検
討
結
果
が
示
さ
れ

る
予
定
だ
。
省
エ
ネ
、
省
Ｃ
Ｏ
２

に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化

や
高
度
利
用
は
急
務
で
あ
り
、
中

長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
中
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ

液
化
天
然
ガ
ス

の
位
置
付

け
は
、
一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
広
島
ガ
ス
は
「
天
然
ガ
ス
の
普

及
拡
大
」
お
よ
び
「
安
定
供
給
体

制
の
強
化
」
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
て
い
る
。
廿
日
市
工

場
の
桟
橋
機
能
拡
大
工
事
の
準
備

な
ど
が
そ
れ
で
、
今
年
度
か
ら
本

格
工
事
に
入
り
、
２
０
１
５
年

月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
現
在
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
と
な

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
小
型
Ｌ

Ｎ
Ｇ
船

２
万
立
方

級

で
輸

入
し
て
い
る
が
、
本
工
事
完
成
に

よ
り
、
標
準
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

万
立

方

で
の
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
る
。
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
、

都
市
ガ
ス
輸
送
能
力
の
向
上
を
目

的
に
広
島
都
市
圏
で
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
増
強
に
も
着
手
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通

じ
て
、
将
来
の
需
要
開
発
に
備
え

た
安
定
供
給
体
制
を
一
層
強
固
に

し
、
天
然
ガ
ス
普
及
拡
大
を
加
速

す
る
方
針
だ
。
保
安
対
策
に
つ
い

て
も
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

都
市
ガ
ス
の
復
旧
支
援
活
動
の
経

験
を
踏
ま
え
た
対
応
を
実
施
、
検

討
す
る
な
ど
、
「
安
心
・
安
全
の

さ
ら
な
る
向
上
」
へ
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
。
天
然
ガ
ス
の

安
定
供
給
と
安
心
・
安
全
を
一
体

的
に
推
進
し
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
と
し
て
、
選
ば
れ
続
け

る
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

　
徳
島
県
は
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
な
ど
の
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
導
入
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
徳
島
は
、
す
で
に
発

電
所
が
稼
働
し
て
い
る
大
川
原
高

原
周
辺
の
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も

と
よ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

日
照
時
間
や
急
流
の
流
れ
る
小
河

川
、
県
の
面
積
の

％
を
占
め
る

山
林
に
よ
る
豊
富
な
森
林
資
源
を

は
じ
め
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発

光
体
の
生
産
拠
点
と
多
く
の
関
連

企
業
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

の
生
産
拠
点
が
あ
る
。
２
０
０
８

年
に
は
中
四
国
初
と
な
る
「
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
条
例
」
を
制

定
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
回
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
全

国
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
立
県
と
く
し
ま
」
の
戦

略
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
期
間
は

年
度
か
ら

年
度
の
３
年
間

で
、
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
誘

致
」
「
家
庭
・
事
業
所
へ
の
普
及

・
促
進
」
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
」
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
。

　
電
力
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
が
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
が
、

徳
島
県
で
は
初
年
度
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
・
発
電
施
設
誘
致
の
た
め
２

億
円
、
初
期
投
資
軽
減
の
低
融
資

制
度
に
１
億
円
の
予
算
が
決
ま
っ

た
。
手
続
き
に
関
し
て
、
一
元
的

な
支
援
窓
口
を
県
、
市
町
村
に
設

置
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
道
に
相

談
支
援
を
遂
行
す
る
。

　
徳
島
県
の
取
り
組
み
は
、
中
四

国
エ
リ
ア
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
、
将
来
に
向
け
た
試

金
石
と
い
え
そ
う
だ
。

　
鳥
取
市
南
部
、
若
葉
台
地
区
な

ど
の
製
造
業
を
中
心
と
す
る
産
官

学
金
の
連
携
組
織
、
鳥
取
テ
ク
ノ

ヒ
ル
ズ
は
、
活
動
の
一
環
と
し
て

新
タ
イ
プ
の
風
力
発
電
機
を
試
作

し
た
。

　
加
盟
社
が
共

同
製
作
し
、

年
７
月
に
完

成
。
代
表
幹
事
の
１
人
で
あ
る
林

正
人
氏

鳥
取
メ
カ
シ
ス
テ
ム
社

長

が
自
社
の
社
屋
に
設
置
し

た
。
現
在
も
デ
ー
タ
収
集
を
続
け

て
い
る
。

　
こ
の
風
力
発
電
機
は
愛
知
県
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
た
ト

ル
ネ
ー
ド
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
。

水
平
に
回
転
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

製
の
羽
根
を
組
み
合
わ
せ
、
風
を

受
け
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
逆
方
向
に

回
転
し
て
発
電
す
る
。
高
さ
７

で
発
電
量
は
２

。
風
力
発
電

と
い
え
ば
巨
大
な
プ
ロ
ペ
ラ
を
想

起
す
る
が
、
こ
の
ト
ル
ネ
ー
ド
型

は
強
風
で
も
停
止
せ
ず
、
微
風
で

も
発
電
が
可
能
と
い
う
。
さ
ら
に

風
力
発
電
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る

騒
音
も
少
な
い
。
羽
根
が
コ
ン
パ

ク
ト
な
の
で
設
置
場
所
も
選
ば
な

い
。

　
鳥
取
市
は
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
タ
ウ
ン
構
想
」
を
打
ち
出
し
、

若
葉
台
地
区
な
ど
４
カ
所
で
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
活
用
し
た
都
市

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
事
業

推
進
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
推
進

協
議
会
も

年
２
月
に
発
足
し

た
。
同
協
議
会
に
は
、
テ
ク
ノ
ヒ

ル
ズ
を
代
表
し
て
林
社
長
が
委
員

に
加
わ
っ
て
い

る
。
「
風
力
発

電
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
の
事
業
」

林
代
表
幹
事

と
見
て
い
る

が
、
鳥
取
メ
カ
シ
ス
テ
ム
は
量
産

を
に
ら
み
新
工
場
を
建
設
し
、
事

業
化
に
備
え
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ５月３０日 水曜日 　　


